
川博紀要　13号　2013：1-12

はじめに
ヒナコウモリVespertilio sinensisはアジア

東部に分布するコウモリで、日本では北海道
から九州にかけて記録されている（Fukui，
2009）。本来は樹洞がねぐらと考えられてお
り（向山，2011）、出産哺育コロニーは、海蝕
洞や岩の割れ目、樹洞で見つかっているが、橋
桁や建物の屋根など建造物の隙間も利用して
いることが知られている（Wallin，1962；Takada，
1979；Funakoshi & Uchida，1981；向山，
1996；福井・百年の森ファンクラブコウモリ
調査グループ，2001；木村ほか，2003；作山
ほか，2007；作山ほか，2008a；作山ほか，
2008b；山田，2008；Fukui et al ., 2010）。

冬季に複数個体が集まる越冬場所としては、
岩の隙間（鈴木，1978；佐藤・勝田，2006；
向山，2011）のほか、トンネルや建造物の
隙間（山口，2000；山口ほか，2005；山口，
2006）でも見つかっている。

埼玉県におけるヒナコウモリの集団越冬場
所はこれまでに、標高約450mと約800mの鍾
乳洞（鈴木，1978）、標高80mと150mの建造物
の隙間（大沢夕志ほか，2012）、標高40mの新
幹線高架の隙間（大沢啓子ほか，2012）のほか、
県内の広い範囲の上越新幹線高架の隙間で見
つかっている（大沢啓子ほか，2012）。

埼玉県立川の博物館（以下、川の博物館）

では、2010年11月から11年５月まで、エレ
ベーター棟の最上部の隙間にヒナコウモリが
越冬していたことが確認されている（大沢夕
志ほか，2012）。筆者らは、川の博物館の協
力を得て、2011年10月26日から2012年５月
７日まで断続的に、ヒナコウモリのねぐらの
出入口近くにレコーダーとビデオカメラを設
置し、無人で越冬期の活動状況の調査を行っ
た。また、ねぐら内の温度についての知見も
得られたので、合わせて報告を行う。

調査地及び方法
調査は、埼玉県寄居町にある川の博物館で

行った。県北部の荒川中流右岸に位置し（36
°６′57″N、139°13′10″E）、標高は約80m
である（図１）。

調査は2011年10月26日から2012年５月７
日にかけての任意の期間（表１）、ヒナコウ
モリがねぐらとしている（図２）エレベーター
棟から東側に約10m離れた建物屋上から、出
巣場所に向けて設置したレコーダーとビデオ
カメラによって無人で行った。

レコーダーはD500X（Pettersson Elektronik 
AB社製）と指向性のある専用外部マイク

（D500X External microphone）を用いてコウ
モリの超音波音声を録音した。超音波音声は、
日没前から日出後までの時間帯もしくは24
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表１　各調査日の記録等
レコーダー ビデオカメラ 30分ごと

の集計に
利用した

日

日没
時間

寄居観測所気象データ

日付 録音時間帯
20kHz音
声記録回
数（回）

40kHz音
声記録回
数（回）

録画時間帯
出巣開
始時間 

*1
出巣
回数

帰巣
回数

飛翔
回数

日没時 
気温

（℃）
16:00 ～翌5:00の間の 
降水のあった時間帯

2011/10/26 16:00-6:00 20 1 16:48-18:00 － 16:56 13.5
2011/10/27 16:00-6:00 11 3 4:00-6:00, 16:00-18:00 － 16:55 12.2
2011/10/28 16:00-6:00 4 3 4:00-6:00, 16:00-18:00 － 16:54 13.4
2011/10/29 16:00-6:00 29 30 4:00-6:00, 16:00-18:00 17:12 16:53 14.4

2012/1/27 16:00-6:00 0 0 15:32-24:00 0 0 0 ＊ 17:05 1.9
2012/1/28 16:00-6:00 0 1 0:00-24:00 0 0 0 ＊ 17:06 0.9
2012/1/29 16:00-6:00 0 0 0:00-24:00 0 0 0 ＊ 17:07 1.8
2012/1/30 16:00-6:00 0 0 0:00-24:00 0 0 0 ＊ 17:08 2.1
2012/1/31 16:00-6:00 0 0 0:00-24:00 0 0 0 ＊ 17:09 3.3
2012/2/1 16:00-6:00 0 0 0:00-24:00 0 0 0 ＊ 17:10 6.4
2012/2/2 16:00-6:00 0 1 0:00-24:00 0 0 0 ＊ 17:12 1.1
2012/2/3 16:00-6:00 0 3 0:00-15:18 0 0 0 ＊ 17:13 1.7

2012/2/28 0:00-24:00 0 0 15:52-24:00 0 0 0 17:38 3.6 5:00
2012/2/29 0:00-24:00 0 0 0:00-24:00 0 0 0 ＊ 17:39 2.1
2012/3/1 0:00-24:00 12 7 0:00-24:00 － 0 0 1 ＊ 17:40 8.2
2012/3/2 0:00-24:00 0 0 0:00-24:00 0 0 0 17:40 4.1 19:00，20:00，23:00，4:00
2012/3/3 0:00-24:00 16 3 0:00-24:00 － 0 0 2 ＊ 17:41 8.2
2012/3/4 0:00-24:00 3 0 0:00-24:00 － 1 1 10 17:42 4.8 22:00 ～ 5:00
2012/3/5 0:00-24:00 0 0 0:00-24:00 0 0 0 ＊ 17:43 5.3
2012/3/6 0:00-24:00 50 17 0:00-24:00 － 1 4 62 ＊ 17:44 14.9
2012/3/7 0:00-24:00 18 2 0:00-24:00 － 2 2 2 ＊ 17:45 11
2012/3/8 0:00-24:00 2 0 0:00-24:00 － 0 1 13 17:46 9 3:00
2012/3/9 0:00-24:00 0 0 0:00-24:00 0 0 0 17:47 4.5 17:00 ～ 5:00

2012/3/10 0:00-24:00 0 0 0:00-24:00 0 0 0 17:48 5.2 20:00
2012/3/11 0:00-24:00 0 0 0:00-24:00 0 0 0 17:49 5.7 17:00，18:00
2012/3/12 0:00-24:00 4 0 0:00-24:00 － 0 0 0 ＊ 17:50 5.4
2012/3/13 0:00-16:19 0 0 0:00-16:20 17:50 5.7

2012/3/30 17:00-6:00 47 29 0:00-24:00 18:08 17 18 303 ＊ 18:05 14.9
2012/3/31 17:00-6:00 1 1 0:00-24:00 － 0 0 0 ＊ 18:06 7.9
2012/4/1 17:00-6:00 11 0 0:00-24:00 － 0 2 11 ＊ 18:07 7.6
2012/4/2 17:00-6:00 2 30 0:00-24:00 － 0 0 2 ＊ 18:07 11.3
2012/4/3 17:00-6:00 0 5 0:00-24:00 － 0 0 1 18:08 13.9 17:00 ～ 19:00，21:00
2012/4/4 17:00-6:00 0 5 0:00-24:00 － 0 0 0 ＊ 18:09 8.9
2012/4/5 17:00-6:00 23 17 0:00-24:00 18:50 2 4 28 ＊ 18:10 11.4
2012/4/6 17:00-6:00 0 0 0:00-24:00 0 0 0 ＊ 18:11 6
2012/4/7 17:00-6:00 1 0 0:00-24:00 － 0 0 0 ＊ 18:12 5.2
2012/4/8 17:00-6:00 14 22 0:00-24:00 － 0 2 49 ＊ 18:13 11
2012/4/9 17:00-6:00 77 36 0:00-24:00 18:17 12 18 280 ＊ 18:13 19.3

2012/4/10 17:00-6:00 83 23 0:00-24:00 18:27 7 20 352 ＊ 18:14 16.6
2012/4/11 17:00-6:00 8 5 0:00-24:00 18:37 1 0 0 18:15 11.7 20:00 ～ 22:00
2012/4/12 17:00-6:00 134 26 0:00-24:00 18:10 22 29 762 ＊ 18:16 17.6
2012/4/13 17:00-6:00 116 34 0:00-24:00 17:23 34 42 1017 18:17 16.8 23:00 ～ 5:00
2012/4/14 17:00-6:00 0 0 0:00-24:00 18:18 8.8 17:00 ～ 21:00
2012/4/15 17:00-6:00 29 10 0:00-24:00 18:33 2 7 163 ＊ 18:18 13
2012/4/16 17:00-6:00 50 8 0:00-24:00 18:03 16 32 219 ＊ 18:19 12.5
2012/4/17 17:00-6:00 20 6 0:00-24:00 18:24 18:20 12 17:00，18:00
2012/4/18 17:00-6:00 115 8 0:00-24:00 18:00 35 35 1332 ＊ 18:21 16.1
2012/4/19 17:00-6:00 75 12 0:00-24:00 17:48 4 8 308 ＊ 18:22 14.4
2012/4/20 17:00-6:00 67 8 0:00-24:00 18:23 6 5 121 ＊ 18:23 13.1
2012/4/21 17:00-6:00 26 3 0:00-24:00 18:25 3 0 0 ＊ 18:24 11.5
2012/4/22 17:00-6:00 0 0 0:00-24:00 18:24 8.9 17:00 ～ 1:00
2012/4/23 17:00-6:00 75 13 0:00-24:00 18:18 7 10 152 ＊ 18:25 13.7
2012/4/24 17:00-6:00 288 53 0:00-24:00 18:06 37 30 657 ＊ 18:26 21.3
2012/4/25 17:00-6:00 329 19 0:00-24:00 17:43 18:27 17.2 22:00，24:00
2012/4/26 17:00-6:00 245 39 0:00-24:00 18:27 18:28 16.9 3:00
2012/4/27 17:00-6:00 54 0 0:00-24:00 18:24 18:29 16.5 23:00
2012/4/28 17:00-6:00 279 74 0:00-24:00 18:30 20 14 221 ＊ 18:30 19.2
2012/4/29 17:00-6:00 232 134 0:00-24:00 18:26 16 12 160 ＊ 18:30 21.7
2012/4/30 17:00-6:00 379 92 0:00-24:00 18:35 12 3 101 ＊ 18:31 19.7
2012/5/1 17:00-6:00 9 0 0:00-24:00 － 18:32 17.6 23:00，1:00，3:00
2012/5/2 17:00-6:00 0 0 0:00-24:00 18:33 15.8 17:00 ～ 5:00
2012/5/3 17:00-6:00 0 0 0:00-24:00 18:34 17.9 18:00 ～ 20:00
2012/5/4 17:00-6:00 5 0 0:00-23:25 － 18:35 17.6 20:00，22:00
2012/5/5 17:00-6:00 192 118 録画せず 18:36 19.6
2012/5/6 17:00-6:00 88 36 録画せず 18:36 16.3
2012/5/7 17:00-6:00 130 136 録画せず 18:37 18.9
合計 *2 1027時間19分 2421時間38分

*1　先に帰巣があった場合は記録せず
*2　録画のみ行った2011年10月30日～ 12月7日，2012年3月20日～ 29日分を含む
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時間連続して録音し、一定の超音波音圧を検
知したら５秒間記録し、その後55秒間は記
録を中断する設定にした。記録された超音波
音声は音声解析ソフト（Bat Sound; Pettersson 
Elektronik AB社製）を用いて周波数解析を
行った。解析は20kHz台をピークに持つ音声

（以下20kHzの音声）と40kHz台をピークに
持つ音声（以下40kHzの音声）を読み取り、
分単位でそれぞれの音声の入力回数を記録し
た。

ビデオカメラは防犯用に用いられるレンズ
とカメラ（JUJINON CCTV LENS YV2.8X2.8LA-
SA2、AP-VC58S；エムエムネットワークシ
ステム社製）を使用し、４CHデジタルレコー
ダ ー（LENTAPLEX SUPER EGG AP-
S04EG；エムエムネットワークシステム社
製）を使用し、映像を記録した。映像の記録
は、４：00 ～６：00と16：00 ～ 18：00、もし
くは24時間連続して録画した。記録された
映像は、直接デジタルレコーダーまたは映像
閲覧ソフトirfile Playを用いて再生し、解析
を行った。なお、動きを検知して録画を開始
する機能は、画面に対してコウモリの大きさ
が小さ過ぎるため利用できなかった。また、
夜間は解像度が低下するため、コウモリの活
動を解析するためには等倍速で再生する必要
があり、記録された映像をすべて解析するの
は 困 難 で あ っ た。 そ の た め、20kHz及 び
40kHzの音声が記録された時間帯（記録され
た時間の１分前から２分30秒間）の映像を
解析した。

音声については、17：00から翌朝５：00
まで30分ごとに20kHz及び40kHzの音声の記
録された回数（分単位で音声の入力のあった
回数）を計測した。映像については、その日
最初に出巣する時間を確認すると共に、任意
の日については、17：00から翌朝５：00ま
で30分ごとに、「出巣」「帰巣」「飛翔（画面
を横断や旋回）」に活動を分類して頭数を記
録した。

調査地の気象データについては、熊谷地方
気象台寄居観測所（調査地の西南西約3.5km、
標高約130m）の気象データを使用した。また、
合わせてエレベーター棟のねぐら内にデータ
ロガー（USB温度データロガー MicroLite; 
fourtec社製　分解能0.1℃、精度±0.3℃）を

設置して温度を記録し、観測所の気温データ
と比較した。なお、データロガーは、記憶容
量の限度により2011年10月26日から2012年
２月14日までの10分おきの計測値のみの記
録となった。

ヒナコウモリがねぐらとしているエレベー
ター棟最上部は金属カバーに覆われ、その構
造は、出入口の隙間が10 ～ 20mm（一部約
70mm）、 内 部 の 隙 間 は 垂 直 部 分 が20 ～
30mm、水平部分が約30mm（図３）である（大
沢夕志ほか,2012）。ヒナコウモリはこの水平
部分で越冬をしていると考えられ、温度デー
タロガーは、事前にこの部分に設置した。デー
タロガーの厚みは26mmであり、金属カバー
に接しないように設置した。

種の扱いとしては、川の博物館にはヒナコ
ウモリのほかにアブラコウモリPipistrellus 
abramusと考えられるコウモリが生息してい
たが（大沢夕志ほか，2012）、2012年４月２日
に調査地において拾得された２個体の死体を
計測したところ前腕長31.0mm ～ 34.7mmで
あり、また上顎犬歯の後端は小さいことから、
前田（2005）によりアブラコウモリと同定
された。従って、本報告では20kHzの音声を
ヒナコウモリ、40kHzの音声をアブラコウモ
リとして扱った。

なお、本報告における種の和名及び学名は、
Sano et al .（2009）に従った。

結　果
１　ねぐら内の温度と観測所の気温データ

温度データロガーによってねぐら内の温度
を１日を通して計測できた2011年10月27日

図３　エレベーター棟上部写真
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期間 平均 *1 最高 最低 差 平均 *2 最高 最低 差 平均 最高 最低 差
　10月平均 *3 14.6 23.0 8.1 14.9 12.7 19.4 7.5 11.9 1.9 3.6 0.5 3.1
　11月平均 12.4 19.4 7.1 12.3 11.1 17.1 6.0 11.0 1.3 2.3 1.1 1.3

11月上旬 15.3 22.6 10.0 12.6 13.7 19.4 9.0 10.4 1.6 3.2 1.0 2.2
11月中旬 12.8 19.1 8.1 11.0 11.7 16.8 7.2 9.6 1.1 2.3 0.9 1.4
11月下旬 9.1 16.5 3.2 13.3 8.0 15.0 1.9 13.0 1.1 1.6 1.3 0.3

　12月平均 4.6 11.3 -0.8 12.1 3.7 9.8 -1.6 11.4 0.9 1.5 0.8 0.7
12月上旬 6.5 11.7 2.1 9.6 5.6 10.2 1.0 9.2 0.9 1.5 1.1 0.4
12月中旬 5.2 13.4 -0.8 14.2 3.8 11.7 -2.2 13.8 1.4 1.7 1.4 0.3
12月下旬 2.3 9.1 -3.3 12.4 2.0 7.8 -3.3 11.1 0.3 1.3 0.0 1.4

　1月平均 2.3 9.1 -2.9 11.9 1.6 7.5 -3.6 11.1 0.7 1.6 0.7 0.8
1月上旬 3.0 10.4 -3.1 13.5 2.3 9.0 -3.9 12.9 0.7 1.4 0.8 0.6
1月中旬 2.5 8.9 -2.5 11.4 1.7 7.4 -3.2 10.6 0.8 1.6 0.8 0.8
1月下旬 1.5 8.0 -3.1 11.1 0.8 6.2 -3.7 10.0 0.7 1.7 0.6 1.1

　2月平均 *4 2.8 9.8 -3.5 13.3 1.8 7.8 -4.4 12.3 1.1 2.0 0.9 1.1
2月上旬 2.9 9.9 -3.5 13.5 2.0 8.1 -4.3 12.4 0.9 1.9 0.8 1.1

全調査期間平均 6.3 13.2 0.9 12.4 5.3 11.3 0.0 11.3 1.0 1.9 0.9 1.0

2月中旬 1.3 7.4 -4.1 11.5
2月下旬 4.3 9.5 -0.4 9.9
3月上旬 6.1 9.7 2.7 7.0
3月中旬 4.9 10.5 -0.7 11.2
3月下旬 7.3 14.9 0.6 14.3
4月上旬 8.4 16.4 0.0 16.4
4月中旬 12.3 17.2 7.7 9.6
4月下旬 15.2 19.7 11.2 8.5
5月上旬 16.9 21.9 12.2 9.7

単位はすべて℃
*1　観測所に合わせ，1日の平均温度は毎平時の温度の平均とした
*2　1日の平均気温は毎平時の気温の平均
*3　10月27日～31日の平均
*4　2月1日～13日の平均

寄居観測所気温ねぐら内温度データロガー 地点間の差

大沢啓子・佐藤顕義・大沢夕志・勝田節子・石井克彦 表2 ねぐら内温度と寄居観測所気温 川の博物館におけるヒナコウモリの越冬期の活動

表２　ねぐら内温度と寄居観測所気温

図４　ねぐら内温度と寄居観測所気温（15日間）
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から2012年２月13日までについて、各月ご
との平均温度・最高温度・最低温度・最高温
度と最低温度の差を、寄居観測所のデータと
共に表２に示す。調査期間中を通したねぐら
内の温度の平均は6.3℃、最高温度の平均は
13.2℃、最高温度と最低温度の温度差の平均
は12.4℃、観測所については、平均気温5.3℃、
最高気温の平均は11.3℃、気温差の平均は
11.3℃であった。

調査期間中の、１日を通して日照のある日
や降雨の続く日など特徴的な日を含む計15
日間について、ねぐら内に設置した温度デー
タロガーの価と寄居観測所の気温の価を図４
に示した。

全日日照のあった2011年11月１日、２日、
2012年１月17日、18日、２月３日～５日に
ついては、昼間は１～５℃ねぐら内の温度が
高く、１日の温度差も大きかった。これに対
して、日照のほとんど無い12月１日～３日、
１月16日は、ねぐら内と外気温の差はほと
んどなく、１日の温度差もほとんど違いがな
かった。

また、気温の下がる明け方については、ね
ぐら内が最大２. ５℃程度高い日（12月２日、
１月２日、18日）やほぼ同じ温度の日が多
いが、ねぐら内の温度の方が２℃～５℃程度
低い日（１月３日、２月３日）があった。

２　音声及び映像記録
超音波音声の録音時間及び映像の録画時間

を表１に示す。調査期間を通じて、超音波音
声は2011年10月26日から2012年５月７日ま
で 計1027時 間19分 録 音 さ れ、 記 録 さ れ た
24492ファイル中、コウモリの超音波音声は
4030ファイルであった。映像は2011年10月
26日から2012年５月４日まで計2421時間38
分録画された（表１）。

同時に録音・録画できた日時が少ないのは、
両機器の記憶容量の限度が把握しにくかった
ことや感度の調整が困難だったためである。

調査地付近には、ヒナコウモリとアブラコ
ウモリの２種のコウモリが越冬していたが、
エレベーター棟をねぐらとしているコウモリ
は、出巣を確認したコウモリをヘテロダイン
方式のバットディテクター（Mini ３；Ultra 
Sound Advice社製）で確認した限りでは、

20kHz付近の音声を発し、45kHz付近の音声
は発していなかったため、ヒナコウモリと考
えられた。しかし、川の博物館のエレベーター
棟から20mほど離れた場所は2011年春にヒナ
コウモリとアブラコウモリの両方がねぐらと
していたのが確認されており（大沢夕志ほか，
2012）、上越新幹線高架の隙間ではヒナコウ
モリとアブラコウモリが同じ隙間をねぐらと
して利用することが確認されている（大沢啓
子ほか，2012）。このため、エレベーター棟
をねぐらとしているアブラコウモリが生息し
ている可能性もあるが、20kHzの音声と出巣・
帰巣の映像が重なっていることが多いことか
ら、少なくとも大部分はヒナコウモリである
と考えられる。従って、20kHzの音声は、ヒ
ナコウモリのねぐら内からの音声や、出巣・
帰巣、ねぐら周辺での飛翔などの活動に伴う
音声すべてを含むのに対して、40kHzの音声
については、アブラコウモリが付近を飛翔し
たときのみの音声が大部分であると判断され
た。

①時期別の日活動状況
記録されたコウモリの超音波音声と録画さ

れた映像からコウモリがその日に最初に出巣
した時間（出巣開始時間）を表１に示す。

設置日である2011年10月26日から29日は、
毎日20 kHz・40kHzの音声が記録された。

2012年１月27日から２月３日については、
１月28日、２月２日、３日に40kHzの音声が
記録されたが、20kHzの音声は１度も入らな
かった。

２月28日から３月12日については、日没
時の気温が10℃くらいの比較的暖かい日に
は、20kHz・40kHz共に音声が記録された。
なおこの時期については24時間録音してい
るが、昼間の音声は20kHz・40kHz共に認め
られなかった。

３月30日から５月７日については、日没
時の気温が９℃を下回る日や降雨のある日を
除いて毎日20kHz・40kHz共に音声が記録さ
れた。

②時間帯別の活動状況
時期別・時間帯別の１日当たりの平均出帰

巣状況を図５に示す。なお、降雨による影響
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図５　時間帯ごとの音声の記録回数及びコウモリの活動
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を考えて、降雨のない日のみ集計した。
１月下旬から２月上旬には、日没１時間

30分後くらいにわずかに40kHzの音声が入っ
ただけで、20kHzの音声は入らなかった。出
巣・帰巣の活動も見られなかった。

２月下旬から３月中旬には、日没１時間後
を中心に20kHzの音声が入り、出巣・帰巣の
活動もわずかであった。

３月下旬から４月上旬には、日没30分後
くらいを中心に２時間程度20kHzの音声が入
り、出巣・帰巣の活動も見られた。

４月中旬から４月下旬には、20kHzの音声
は日没時から日出時まで盛んに入り、出巣・
帰巣も日没時から深夜と日出時までの幅広い
時間帯に見られた。

なお、10月下旬の映像は日没及び日出前
後の各２時間のみ録画したため、夜間の活動
については不明となった。

考　察
１　ねぐら内の温度と外気温

ヒナコウモリがねぐらとしてるエレベー
ター棟最上部の金属カバーには直射日光が当
たることから、晴天の日中にはねぐら内の温
度が上がり、総じてねぐら内の１日の温度差
の方が大きかった（表２、図４）。温度差の
最大値を示したのは１月13日、19.2℃であっ
た。データを取れた期間を通してみても、外
気温と比較してねぐら内の１日の温度差の方
が、平均１℃大きく、最高温度も平均２℃高
かった。このため、ヒナコウモリは越冬期の
ねぐらとして、外気よりも温度差の小さな場
所を選択しているわけではないことが推測さ
れる。同様の事例として神奈川県立丹沢湖ビ
ジターセンターでは、１月末の昼夜の温度差
が23℃の場所で越冬していることが報告さ
れている（山口，2000）。

ねぐら内の１日の温度差の方が大きい点に
ついては、川の博物館と寄居観測所の測定場
所の違いによる気温差や、ねぐら内に設置し
たデータロガーの位置と実際にヒナコウモリ
がいる場所の微気候の違いなどが影響してい
る可能性も否定できないが、これについては、
今後、ねぐらに近接した場所の外気温を同時
に計測したり、ねぐら内のヒナコウモリの位
置を内視鏡等で確認する必要があるだろう。

データロガーによる計測が２月中旬までで
あり、その後の状況は不明であるが、月別に
見ると（表２）、11月は1.3℃、２月は1.1℃と、
ねぐら内の温度差が大きいのに対して、12
月、１月は温度差は0.7℃、0.8℃であり、そ
の差は縮まっていた。これは太陽高度が低く
なり、金属カバーにあたる日差しが弱まるこ
とによって、晴天日の最高温度が上がりにく
くなったためと考えられる。ねぐら内の計測
値のない２月中旬以降についても（表２）、
太陽高度が上がるにつれて、ねぐら内の１日
の温度差は、外気温の温度差よりも更に大き
くなると思われる。埼玉県内の近隣のヒナコ
ウモリの越冬場所としては、標高約40mの熊
谷市における上越新幹線高架の隙間が知られ、
夏季には出産哺育場所としても使われている

（大沢啓子ほか，2012）が、調査地の標高は
約80mで、熊谷市の出産哺育・越冬場所とは
大差はなく、調査地のエレベーター棟が出産
哺育場所として使われていないのは、ねぐら
内の１日の温度差が大きいことが、その理由
の一つとして考えられる。

２　越冬地における活動状況
①越冬地への集結時期

ヒナコウモリが最初にこの越冬場所に来た
時期については、10月26日に調査を開始し
た当日から20kHzの音声が記録されていたこ
とから（表１）、10月26日以前から継続して
ねぐらとして使用していた可能性も考えられ
るが、10月26日の時点でねぐらの出入り場
所の真下に糞がほとんど落ちていなかったこ
とから、滞在していた個体数は極めて少ない
と考えられる。10月26日以降も連日20kHzの
音声が入り出巣も確認されていることを考え
合わせると（表１）、越冬場所には10月下旬
頃から到着し始めたと推測される。大沢ほか

（2013,投稿中）によると近隣の熊谷市小島の
ヒナコウモリ越冬場所では、2012年10月14
日には未確認であったが10月20日には確認
され、その後個体数が徐々に増加することが
確認されている。

②冬眠時の活動
調査地では最も気温の低い１月下旬から

（表２）８日間の調査を行ったが、ヒナコウ
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図６　日没時の気温と20kHz及び40kHz音声の記録回数

図７　各調査日におけるヒナコウモリの出巣・帰巣合計回数と日没時気温
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モリは音声を含めて活動はまったく認められ
なかったことから、冬眠を行っていると考え
られる（図５、表１）。それに対して、アブ
ラコウモリはわずかだが音声が入った（図５、
表１）。Funakoshi and Uchida（1978）によ
ると、暗黒の飼育下におけるアブラコウモリ
の実験において、深い冬眠に入っている時期
も16日に一回覚醒したことが報告されてお
り、ヒナコウモリよりもアブラコウモリの方
が冬眠から覚醒する頻度が高いと考えられる。

③冬眠明けの活動と気温との関係
２月下旬から５月上旬における20kHz及び

40kHzの音声の記録回数と日没時の気温の関
係を図６に示す。

20kHzの音声については、日没時の気温が
おおむね10℃を超えると、音声の記録回数
が増え、少なくとも一部のヒナコウモリは覚
醒していたと考えられる。40kHzについては、
日没時の気温がおおむね10℃を超えると、音
声の記録回数が増えが、これはエレベーター
棟をねぐらとしているのはほとんどヒナコウ
モリと考えられるので、アブラコウモリが飛
翔時に発していたものと考えられる。

さらに、映像解析の結果によるヒナコウモ
リ（20kHz）の１日ごとの出巣・帰巣の合計
回数と日没時の気温についての関係を図７に
示す。活動が活発になるのは15℃以上、時
期としては、４月中旬以降であった（表１）。

しかし、５月２日、３日は日没時の気温が
それぞれ15.8℃、17.9℃であったが、音声は
まったく入らなかった（表１、図６）。これ
は両日ともに降雨があったので、そのためと
考えられ、気温だけではなく降雨も活動に影
響を及ぼしている可能性が示唆される。

④冬眠あけの出帰巣活動
出巣・帰巣の活動は、日没時気温の上昇と

ともに（表１）、２月下旬から３月中旬には
わずかに見られるようになり、その中心の時
間は日没１時間後くらいとなる（図５）。３
月下旬から４月上旬には、日没30分後くら
いを中心として音声や出巣・帰巣も盛んにな
る（図５）。４月中旬から下旬になると、日
没30分くらい前から夜間全体に広がる（図
５）。全体として、ヒナコウモリの音声と出巣・

帰巣の活動の中心時間帯が少しずつ日没時間
に近づいてくるとともに、夜間全体に広がっ
ていくことがわかった（図５）。４月下旬に
なると明け方にも10℃を下回ることが少な
くなるため（表２）、夜間を通して活動がで
きるものと考えられる。また、出巣は比較的
集中して行われていたが、帰巣は長時間にわ
たり少しずつ見られた（図５）。映像では、
出巣時にはねぐら周辺を旋回することは無
かったが、帰巣時にはねぐらの入口まで何回
も来ては引き返すということを繰り返すため、

表３　出巣開始時間と日没時間

＊日没時間を 0 とし，日没前をマイナスとした
＊�神奈川県立丹沢湖ビジターセンターの記録は，

山口（2000）に現地の日没時刻を追加して作成．
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帰巣前には音声が多く入っていた（図５）。
特に４月中旬以降の活発に活動の見られる日
には、帰巣前に複数の個体がねぐらの入口で
追いかけ合うような動作が１分以上続くこと
があった。

出巣開始時間と日没時の気温について、表
３及び図８に示す。

３月下旬から４月下旬の出巣開始時間の平
均は日没前５分、特に４月中旬から下旬の出
巣開始時間の平均は日没前９分であり、４月
13日のように日没前54分に出巣している場
合もあった（表３）。山口（2000）による神
奈川県の４月のヒナコウモリ出巣開始時間を、
当日の日没時間と比較すると、日没前31分
から日没後８分の間に出巣し、平均は日没前
６分であった。

一方、出産哺育期を調査したFunakoshi & 
Uchida（1981）によると、福岡県大机島に
おける６月から８月の出巣開始時間は、日没
後約10分であり、調査地や神奈川県におけ
る４月の出巣開始時間とは異なっている。調
査地では、４月５日に日没45分後に出巣し
た例があり、冬眠あけ直後でも出巣数の少な
い日は遅い事例もあるが、概して冬眠あけの
時期の出巣開始時間は、他の期間に比べてか
なり早いといえる。

出巣開始時間については、日没時間以外に
気象要因や人為的な影響なども関係している
と考えられるが、日没時の気温との関連は特
に認められなかった（図８）。

今回の調査では、５月上旬以降は音声・映

像とも記録ができなかったので、春、ヒナコ
ウモリが越冬地からいつ移動したのかはわか
らなかった。５月７日には、20kHzの音声が
多数入っているので、５月中旬以降であると
推測される。

５　利用した調査機器について
今回の調査で使用したバットディテクター

D500Xと防犯ビデオカメラの組み合わせに
よる調査方法はまだ試行錯誤の段階であり、
コウモリの音声や活動を過不足無く記録でき
たとはいえない。特に、音声が記録されてい
る日時のすべてで、映像によりコウモリの活
動が記録されたわけではない。これはビデオ
カメラはエレベーター棟とその周囲だけを撮
影するように設置されているが、D500Xはよ
り広い範囲のコウモリの音声を記録している
ためであると考えられる。また、目視で観察
していても、ねぐら内でヒナコウモリの音声
がしても特に出入りが無いことも多く、この
場合も映像には記録されない。

逆に音声が記録されていない日時に、映像
でコウモリの活動が見られることもある。こ
れは何らかの音声があった後５秒間だけ音声
を記録し、その後55秒間は記録しないため、
その記録していない時間帯にコウモリが活動
していたためと考えられる。

このようなことから、今回の調査では、必
ずしも必要十分なデータが得られないまま解
析・考察をした点、逆にデータが多量に得ら
れても物理的に解析仕切れていない点がある

図８　ヒナコウモリの出巣開始時間と日没時の気温
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ことは否めない。しかし、D500Xという長期
設置ができるバットディテクターと、同じく
長期録画ができる防犯ビデオカメラの組み合
わせによって、今までほとんど行われたこと
がない越冬期間中のコウモリ調査が、無人で
可能になることがわかった。今後さまざまな
コウモリ調査への応用が期待できるだろう。
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